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と
と
づ
て
な
し
と
何
訟
も
ふ
ら
ん

ぁ
ゅ
の
風
は
や
吹
き
か
へ
せ
名
子
の
海
士
の

し
ほ
た
れ
衣
う
ら
み
残
さ
で

六
年
春
宗
良
親
王
越
州
よ
り
信
浪
固
に
か
へ
る
と
あ
り
。
又
此
の
親

王
の
御
集
た
る
李
花
集
に
も
、
興
圏
三
年
越
中
国
名
古
と
い
ふ
浦
に

忍
び
て
位
侍
せ
し
比
、
都
へ
行
く
人
の
あ
り
し
使
宜
に
、
踊
生
の
比

に
や
錫
定
卿
の
も
と
へ
申
遣
し
侍
る
。
叉
興
圏
三
年
越
中
閣
に
す
み

侍
り
し
頃
云
々
。
と
も
殺
せ
給
へ
り
。
さ
れ
ば
三
州
志
に
興
国
六
年

に
越
中
へ
来
り
給
ふ
よ
し
載
せ
た
る
は
訣
也
。
又
本
朝
線
通
鑑
民
、

暦
隠
三
年
多
十
月
，
宗
良
親
王
自
a
駿
河
-
赴
昌
信
濃
吋
至
a
大
河
原
主
香
坂

高
宗
家
吋
間
宮
北
陸
猶
有
申
遇
=
芯
於
南
朝
日
者
h

潜
赴
昌
越
中
閤
主
石
黒
家
↓

到
底
昧
v
歌
以
池
v
懐
"
と
あ
る
暦
路
三
年
は
、
卸
ち
興
園
二
年
に

τ、

そ
の
越
中
石
黒
の
家
に
赴
き
給
ひ
し
は
、
興
圏
三
年
の
事
な
り
し
ょ

し
甫
朝
記
停
に
載
せ
た
り
。
故
に
信
濃
地
名
考
に
は
、
越
中
へ
越
し

給
ふ
事
を
ぽ
暦
臨
附
年
と
す
。
さ
て
関
田
耕
筆
に
、
名
子
浦
は
今
放

生
津
と
い
う
て
、
名
に
も
似
占
y
漁
家
三
十
飴
あ
り
。
そ
の
東
北
の
一

町
を
名
子
町
と
呼
ぷ
の
み
。
昔
は
此
の
漣
よ
り
牧
野
と
い
ふ
わ
た
り

か
け
て
、
名
央
の
浦
た
る
べ
し
。
牧
野
の
東
弘
寺
は
、
甫
朝
の
将
軍
中

て
、
永
く
留
り
給
ひ
し
事
は
、
記
録
に
所
見
な
け
れ
ど
、
南
朝
記
停

に
、
正
平
廿
凶
年
管
領
細
川
頼
之
、
甫
北
雨
朝
御
和
睦
の
事
を
奏
聞

せ
し
に
、
南
朝
の
公
卿
並
に
武
臣
桃
井
等
之
を
用
ひ
宇
、
和
談
を
破

る
。
此
の
時
南
朝
の
領
地
越
中
等
二
十
筒
固
に

τ、
北
固
に
征
夷
持

軍
宗
良
親
王
御
座
ま
し
ま
す
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
.
E
平
廿
四
年

は
興
闘
六
年
よ
り
二
十
六
年
後
な
る
に
.
此
の
頃
奈
良
親
王
北
園
に

居
給
ふ
と
あ
る
に
て
も
、
再
び
越
中
へ
来
り
居
給
ふ
事
い
ち
じ
る

し
。
正
平
廿
四
年
は
北
朝
の
臆
安
二
年
た
り
。
花
管
三
代
記
に
、
感

安
元
年
五
月
廿
四
日
桃
井
播
州
締
門
逃
a
下
越
中
園
吋
と
あ
れ
ば
、
此

の
時
桃
井
芭
常
、
宗
良
親
王
を
守
護
し
て
下
向
し
た
る
に
で
も
あ
ら

ん
か
。
太
平
記
巻
舟
九
に
、
貞
治
五
年
七
月
斯
波
道
朝
逝
去
。
後
子
息

治
部
大
輪
義
勝
越
中
の
討
手
を
承
け
て
、
桃
井
婚
摩
守
直
常
を
退
治

し
た
り
し
か
ぽ
、
郷
て
越
中
の
守
護
職
に
被
v
楠
.
是
よ
り
北
国
は
無

震
に
成
り
た
り
。
と
あ
り
。
参
考
本
の
註
に
去
ふ
。
義
勝
討
a
芭
常
-
平
v

之
者
。
聾
在
晶
際
安
四
年
之
後
-
乎
。
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば
宗
良
親
王
も

直
常
以
下
桃
井
の
一
族
共
職
死
し
け
る
に
依
っ
て
、
遂
に
落
飾
し
て

滞
土
の
働
門
に
一
時
じ
、
極
集
寺
の
開
基
を
た
し
給
へ
る
な
ら
ん
。
京

都
本
能
寺
等
の
開
旭
日
隆
上
人
も
、
桃
井
直
常
の
一
族
桃
井
右
馬
頭

金
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r、

務
卿
宗
良
親
豆
、
三
年
が
ほ
ど
訟
は
し
ま
し
L
慮
た
り
。
訟
も
ふ
に
、

愛
に
居
ま
せ
し
か
ら
に
越
中
宮
と
申
す
。
は
た
共
の
作
歌
に
も
、

今
は
ま
た
問
ひ
く
る
人
も
た
ご
の
浦
に

堕
た
れ
て
す
む
涯
と
知
ら
危
ん

と
い
ふ
が
、
御
家
集
李
花
集
に
見
ね
た
る
に
あ
へ
り
。
ま
た

ふ
る
郷
の
人
に
見
せ
ば
や
立
山
の

ち
と
せ
ふ
る
て
ふ
雲
の
あ
け
ぼ
の

と
い
ふ
御
歌
、
共
践
の
口
碑
に
停
へ
て
、
牧
野
の
北
の
口
に
少
し
高
き

地
を
雲
見
.
岡
と
い
ふ
。
猶
此
の
漣
に
親
王
の
御
名
残
を
申
す
慮
、
と

れ
か
れ
あ
り
と
か
や
と
書
載
せ
た
り
。
右
の
僻
説
等
は
さ
る
事
た
る

ぺ
け
れ
ど
、
今
極
集
寺
等
の
停
記
に
‘
元
弘
元
年
の
秋
射
水
郡
小
境

浦
へ
着
岸
し
給
ふ
た
ど
載
せ
た
れ
ど
、
此
は
口
碑
の
俗
説
た
れ
ば
.

詮
と
す
る
に
足
ら
歩
。
去
り
た
が
ら
小
境
浦
へ
渚
枯
し
給
う
て
‘
牧

野
の
地
へ
来
り
て
、
三
年
が
程
変
に
居
給
ふ
と
の
停
設
は
、
貨
を
得

た
る
も
の
た
ら
ん
。
甫
朝
記
停
に
、
興
圏
三
年
の
幕
越
中
園
石
黒
が

舘
に
赴
か
せ
給
ひ
て
、
名
古
の
浦
と
云
ふ
鹿
に
忍
び
て
御
座
し
ま
し
、

六
年
の
春
信
濃
闘
へ
蹄
り
給
ふ
と
あ
れ
ば
、
越
中
に
居
給
ふ
は
三
年

の
暮
よ
り
六
年
の
春
ま
で
に
て
、
共
の
後
再
び
.
越
中
へ
来
り
給
う
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戸
川
川
河
川
団
同
国

直
儀
の
二
男
な
る
が
、
是
も
働
門
に
入
り
、
本
能
寺
等
を
創
立
た
し

た
り
。
扱
極
楽
寺
等
の
停
記
に
、
宗
良
親
王
を
ぽ
働
眼
上
人
明
心
法

親
王
と
傘
稽
し
、
嘉
慶
一
冗
年
三
月
廿
一
日
六
十
一
裁
に
入
滅
と
記
載

し
た
れ
ど
、
此
の
親
王
菟
去
の
年
月
等
外
の
記
録
に
は
所
見
友
き
が

故
に
、
大
日
本
史
に
も
不
v
知
支
所
忌
と
載
せ
ら
れ
た
り
。
和
訓
莱

民
、
遠
州
井
伊
谷
に
隠
れ
さ
せ
給
ひ
、
七
十
三
歳
に
て
混
じ
給
ひ
ね

と
戟
せ
た
る
も
の
、
如
何
た
る
嬢
あ
り
て
載
せ
た
る
か
詳
か
な
ら

や
。
越
中
に
て
の
侮
設
は
古
停
訟
の
み
に
て
、
徴
設
と
す
ぺ
き
奮
記

等
は
停
来
せ
守
と
い
へ
ど
も
、
牧
野
・
小
境
等
の
邑
民
ゐ
よ
び
極
楽

寺
・
東
弘
寺
・
大
柴
寺
等
の
古
利
共
に
世
々
僻
聞
し
た
れ
ば
‘
そ
の
貨

を
得
た
り
し
た
ら
ん
か
。
倫
博
織
の
後
考
を
以
て
是
非
を
定
め
よ
か

し。O
極
集
寺
支
院

天
明
六
年
極
集
寺
由
来
書
に
一
宮
ふ
。
蛍
寺
寺
中
下
寺
消
費
院
・
不
拾

院
。
右
雨
院
之
地
は
額
楽
寺
拝
領
地
千
五
百
歩
之
内
に
有
v
之
。
賓
暦

九
年
類
焼
後
.
未
だ
再
建
不
ν
仕
。
と
あ
り
。

。
翠
雲
寺
跡

極
楽
寺
の
向
に
て
‘
天
台
宗
の
小
庵
友
り
。
往
古
は
如
意
坊
と
い
へ

七




